
退任 の ごあいさつ

家政学部の発展的解消 を機に同学部 の研究 をひきつ ぐ

ため、昭和51年 に生活科学研究部が発足 しました。以来

16年 間、部長職 を勤 めさせて頂 きました。その間、所長

水島先生 の御指導の もとに諸先生方、助手 の方々の御協

力 を得なが ら楽 し く仕事 がで きました ことを感謝 してお

ります。昭和61年 には生活科学研究所 とな り、本年度 よ

りはその機構 もかわ り研究部、研修部 の二部 に分 かれ ま

した。そ して各学部 よ り運営委員が出て運営委員会が開

かれるな ど全学的組織 として活動が始 められ ました。懸

案の共同研究 も緒 につ き、研究員、客員研究員 も約20名

とな り、それぞれの研究 を進めてお られ ることはよろこ

ぼしいことです。

生活科学 は人間の生活 に重要な役割 をもつ ものであ り、

その研究を通 して生活の向上 を図ることが 目標 とされて

お ります。 この目標 に向 って生活科学研究所が ますます

発展することを期待 して退任の御挨拶 と致 します。
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